
ヨ ルバ語 の 母音 削除 と トー ン変 化 の規則 につ い て

小森 淳子

1.は じ め に

 本稿 の 目的 は、 ヨルバ語 の母音 削 除の 際 に見 られ る トー ン変化 につ いて、Pulley‐

blank(1986)が 論 じてい る規 則 の内容 と順序 を再 検討 す るも ので あ る。

 ヨル バ語 で は、 語 あ るい は形 態素 間 で母音 が 連 続す る と、 母音 の 削 除 が起 こ る。

具体 的 に は、 動 詞 や 前置 詞、 接 頭辞 と、 そ の う しろに続 く名 詞 との 間 で母 音 が 並 ぶ

場 合 に、 どち らか一 つの母 音 が削除 され るので あ る。 そ の際 どち らの 母音 が 削 除 さ

れ るか は必 ず しも規則 的 で は ないが、 トー ンの 変 化 は予測 可 能 で あ り規則 的 で ある。

Pulleyblank(1986)は 不 完全 指定 理論(Underspecification Theory)に 基 づ い て こ

の トー ンの変化 の規則 を提 示 して いる。 まず、 母音 削 除の 現象 と彼 の 提案 す る規則

を概観 し、 そ の 中で も特 に トー ンの波 及 規則 につ いて 再検 討 し、 結 論 と して母 音 削

除の 際 の トー ンの派 生規 則 の順 序 につ いて代 案 を 提示 す る。

2.母 音 削 除 と トー ンの 変化

 ヨル バ語 の音 節 は、i}母 音、 ii)子 音+母 音、 iii)成 節 鼻音(syllabic nasal>の

3種 か らな り、 成 節 鼻音 は 語尾 にはあ らわれ な い。 そ こで動詞 ・前 置 詞 ・接 頭 辞 な

どの う しろ に母 音 で始 ま る名詞 が続 く と、 その 間 に母 音連 続 が 生 じる。 その 場 合 に

前 後 どち らか ひ とつ の母 音 が 削除 され る こ とが あ る。 接頭 辞 と名 詞 の間 では 語 形成

の ため 義務 的 に、 ま た任 意 的 なそ の他 の場 合 で も、 特 に会話 な どで は頻繁 に母 音 削

除が 起 こる。 そ の際、 どち らの母音 が 削 除 され るか にか か わ らず トー ンは一 定 の 変

化 を見 せ る。 例 え ば、 あ る母音 が 削除 さ れて も その母 音 が担 って い た トー ン は残 っ

て い る よ うに見 え る例 が あ る。 その残 り方 は削 除 され る母音 とは 関係 な く、 隣 接 す

る トー ンの組 み合 わせ に よっ て決 まって い る。

 この よ うな トー ン独 自の 変 化 は、Goldsmith(1976)に よ って提 唱 され、 そ れ 以来 さ

まざ まな 進展 を見 せて い る 自律分 節音韻 論(Autosegmental ph。nology)の 枠 組 みで

説 明す る こ とが で き る。 つ ま り、母 音 の素 性 の表 示 にお い て、 音 節 を なす素 性 と ト

ー ンの 素 性 を一 つ の音韻 表 示 の枠 内 にお くの で は な く、 そ れぞ れ別 の 自律 した 層 一

分 節 素層(seBmental tier)と トー ン層(t。 皿al tier)一 に分 け て おき、 そ れぞ

れ の層 の 素性 を対応 線 に よ って結 び付 ける とい うの考 え方 で あ る。 母 音 削除 の 例 に

み られ る トー ン独 自の変 化 を 見 る と、 ヨルバ語 につ いて も この仮 定 が有効 で あ る こ

とが わか る。 そ して母音 削 除 の際 の トー ンの変 化 は分 節 素 の層 と トー ンの層 を 結 ぶ

対応 線 の 変化 と と らえる こ とが でき るの で ある。
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で は母音 削 除 の具 体 的 な例 を見 てみ よう。 まず 動詞 と名 詞 の 間 で起 こる例 で あ る

が、 動 詞 と名 詞 の 問で連 続 す る母音 の どち らか が削 除 され一 語 の よう に発 音 さ れ る。

{1)&,M。 蛭 麺,>Mo魎 、n「 私 は お 金 が 欲 しい 。 」

私 欲 し い お 金

b,Bab6百 雌od6,>Bab66趣,「 お 父 さ ん は うす を 彫 っ て い る 。 」

父A彫 る う す

c,Segun語S6並 血,〉 恥gun語S李d6k。,「 シ ェ グ ン は ち ょ う ど畑 に 着 い た 。 」

丁 度 着 く 畑

d,士y6」 錘 塾,>iy6謝,「 お 母 さ ん は い す を持 ち 上 げ た 。 」

母 上 げ る い す

e,QmQ些 型,>Om9鯉,「 子 供 は 服 を 着 て い る 。 」

子 供 着 る 服

f,A6詮 麺,>A6麺,「 私 達 は ア シ ャ ロ を食 べ て い る。 」

私 達A食 べ る アシャロ

この場合 、 隣 接 す る動詞 の 母音 と名 詞 の母 音 の どち らの母 音 が 削 除 され るか は必 ず

しも一 定 で は ない が、 トー ンの変化 は どち らの場 合 で も規 則 的 な変 化 を示 して い る。

例 え ば(la〕 と(lb〕 は削 除 さ れる母 音 は異 な るが 同 じ トー ンの変化 が み られ る。

 前 置詞 ・接 続 詞 ・接 頭辞 と名 詞 との間 で 見 られ る母 音 削 除の 場合 、 削 除 さ れ る母

音 はすべ て 前 に くる母 音 で あ るが、動 詞 の場 合 と同 じ トー ンの変化 を見 せ て い る。

〔2)前置詞+名 詞

a. �   kb    mi   n坥1  鐡�  Yor��.  >  6  kb  mi  l馘�  Yor��.

 彼 教 え る 私 に P  言 葉    「か れ は私 に ヨル バ 語 を 教 えて くれ た 。 」

b.ﾌy烱b mi lg SI pj�, > iy烱� mi lg sbj�,「 妻 は 市 場 に行 っ た 。 」

 妻  私 の 行 くP  市 場

il ヨ ル バ 語 に はH(igh)
、M【id〕 、 L(ow)の3つ の トー ンが 認 め られ て お り、 Hを

も つ 母 音(あ る い は 成 節 鼻 音 一 以 下 同 じ)を'、Lを も つ 母 音 を'で 表 記 し、 M

を も つ 母 音 に は 何 も 表 記 しな い。 普 通 のMよ りや や 低 く な っ たM(Downstepped M)

は 、 1で 表 記 す る 。

ヨ ル バ 語 の 正 書 法; 4【 。1, e[ε], 量 【月, gb[gb】, Vn[V】(鼻 母 音)

略 号; A:Aspect Marker

    P; Preposition

2) 動詞 が 「受領 者 」 と 「対象 物 」の二 つ の 目的語 を とる場 合
、 「対象 物 」の名 詞

句 の前 にniが 必要 とな る。母 音 削 除に よ って、 niの 母 音/i/が 削 除 されて/i/以 外

の母音 が後 ろ にくる と、/n/は/1/に 変わ る。(こ の変化 は接頭 辞 。n妤�の場合 も同 じ。)
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c.Okg mi

 夫 私 の

(31接 続 詞+名 詞

 a,aj看炙i

 犬 ～ と

b.鑪i炙i

 私  ～ と

(4〕接 頭 辞+名 詞

a, oni一

 所 有 者

b.on妤�

C, oni一

w� ni il�.

居 るP 家

ol��  〉

ね こ

ly烱�l

妻  私 の

ot� 〉

酒

ow�  〉

お 金

bp� 〉

棒

> Ok� mi w� n�1�, 「夫 は 家 に い る 。 」

a裔炙ol�bb 「犬 とね こ 」

〉 鑪i 炙�烱� 匝i 「私 と私 の 妻 」

01ﾓt13'

ol��

o.16A�

「酒 屋 」

「金 持 ち 」

「警 官 」

以上 の例 か ら、 母 音削 除 の 際 に見 られ る トー ンの変化 をま とめ る と下 の よ うに な る。

〉印の 左側 は削 除 前の 隣接 す る母 音 のそ れ ぞ れの トー ン、 右 側 は母音 削除 の あ と に

残 る母 音 の トー ンで あ る。 (か っ こ内 はそ の トー ンの変化 を示す 例。)

(5) a.H 十 M

b.H 十 L

c.M 十 M

d.M 十 L

>  H

> H

> M

>  L

Cla, lb, lc> 2b, 2c, 4s> 4b)

Cld, 2s, 4c)

(le,3a)

(lf>3b)

 (5)に 挙 げたの が 可能 なす べ ての トー ン の組 み 合 わせ で あ る。 前 の母 音 にLの 可能

性 が挙 げ られ て い ない の は、1}Lト ー ン動 詞 は後 ろ に 目的語名 詞 が続 くとMト ー ン

にな る4,、 2〕前 置詞 ・接 続詞 ・接 頭辞 に は語尾 の母音 にLト ー ン を もつ もの が な

い、 た め であ る。 また後 ろの母 音 にHの 可 能性 が ないの は、 母音 で 始 まる名詞 の語

頭の トー ンは すべ てMかLで あ り、Hト ー ンを もつ ものが な い ためで ある。

3) on�一の/0/は 後 続す る名 詞 の語頭 の母 音 に同化 す る(た だ し/i/は 除 く) 。

4) ヨ ルバ語 の 動詞 は原 則 的 に一音節 で あ り
、H、 M、 Lの どの トー ンの動 詞 も存

在 す るが、Lト ー ンの動 詞 の み、 目的語名 詞 の 前 でMト ー ンにか わ る。

e.

b

C.

d

ム1～ib6  五 lu  i1�,

� na tka s�

ムP壱kξi  而 工」～  aS4,

R疝i疸u  ru  er�

 (1� た た く) 「アラバ は太 鼓 を叩 い て いる 」

i, (na 伸 ばす) 「彼 はそ ち らに指 を伸 ば した 」

(f� 洗 う) 「アペ ケ は服 を洗 っ て い る 」

igi k蚣,(r� 運 ぶ)「 ラ リア トゥは薪 の荷 を運 んだ 」

この トー ンの 変 化 は母音 削 除 がお こなわ れ る前 に起 こ るの で、 母音 削 除 が起 こ る と

き にはMト ー ンの動 詞 と同 じ トー ンの変化 を示 す 。
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2,1未 指 定 のMト ー ン

 母音 削 除 の トー ンの変化 で まず気 づ く こ とは、Mト ー ン とそ の他 の トー ンが隣 接

す る とき、 母 音 削除 で残 る トー ンは必ずM以 外の トー ン、 つ ま り、Hあ るい はLに

な る とい う こ とで ある。 も う一 度例 を見 て み よう。

(6)

(7)

a,

b.

C.

d.

e.

f,

H 十

f?

d�

Sl

n�

on妤�

〇n妤�

M 十

a,3e

b.炙i

c,pa

d,je

e,h9

M

OHﾓ

oko

��

il�

4t�

ow�

L

、   1

〉

>

〉

>

>

>

〉

〉

�$疵�r

�烱�r

φbg >

�b匤>

鑄in >

H

f��

d�o

s6j�

Hil�

91¢t�

ol��

L

JaSapO

炙�烱�

1111

」李gbin

h�in

「お 金 が 欲 しい 」

「畑 に 着 く 」

「市 場 へ 」

「家 に 」

「酒 屋 」

「金 持 ち 」

「ア シ ャ ロ を 食 べ る 」

「妻 と 」

「さ る を殺 す 」

「か た つ む りを 食 べ る 」

「背 中 を 掻 く 」

(ls)

(lcl

(2b1

(2c1

(4s)

(4b)

(lf)

i3b)

削 除 され る母 音 にか か わ らず残 る トー ンはMで はな くHあ る いはLで ある。 この ト

ー ン変化 を説 明す るた め に、Pulleyblank〔1986)は 不 完 全指 定理 論 に基づ き、 Mト ー

ンを基底 で 指 定 されな い素 性 だ と仮 定 した。

 不完 全指 定 理論 とは、 基底 で必 ず しもす べて の素 性 を指定 す るの で はな く、 予測

可能 な素 性 は基底 で指定 せ ず後 に規 則 に よって与 え る、 つ ま りあ らか じめ 予測 可能

な 素性 は基 底 の語 彙 項 目の 中か らすべて 取 り除 き、 の ち に余 剰 規 則(default rule)

に よって与 え る とい うもの で あ る(Pulleyblank l986, Archangeli l988)。

 ヨルバ語 の トー ンの 素性 にお いて、基 底 で はHとLの み が指 定 され てお り、Mは

指 定 され て い ない と仮定 し、 未 指 定 のMは 母音 削除 な どの音 韻 変 化 の後 に余 剰規 則

に よって与 え られ る と考 え るので あ る。 そ うす るこ と によっ て母 音 削 除でMト ー ン

が 残 らない例 を説 明す る こ とが で きる。(8a)(6b)を 例 に トー ンの派 生過 程 を示 す と

以 下 の よ うに な る。

`8)      fe  owo   l6aΣ          de  oko  〔6b}

ll   l   鋸 赫
H  H         H

f owo d oko

母音削除

H  H H
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f owo

―
 H H

d oko

H

対応 規 約5)

(Association  Conventions)

d oko

n/a 1
H  M

M付 与6,

(Default M-insertion)

 f6w6 dok.o AJOJf

 ts)の 一段 目で示 した よ う に、 基底 表 示 ではHとLの み が指定 され て お り、 Mを 担

う母音 に は この段 階 で は トー ンは指 定 さ れて い ない。

 二段 目で そ れぞ れ前 の 母 音 が削 除 され るが、 母 音 に結 び付 いて い たHト ー ン は残

され る。分 節素 の 層 と トー ンの層 は独 立 して い るの で母 音 が 削除 さ れ ても そ の母音

に結 び 付 いて い る トー ン まで は削 除 され ない の であ る。

 母 音 が削 除 さ れ たあ とに残 るHト ー ンは、 対 応 規約 によっ て、 何 の トー ン も結 び

付 いて い な い隣の 母 音 に結 び付 け られ る。Mト ー ンを未指 定 に して い るた め、 この

段 階で これ らの母 音 には何 も トー ンが結 び 付 い て いない。 そ の ため 対応規 約 に よっ

てHト ー ンを付 与 す るこ とが 可能 に な るので あ る。

 そ の後、 何 の トー ンも付 与 されて い ない母 音 にはMを 与 え る余剰 規 則 「M付 与 」

に よってMト ー ンが与 え られ、 そ れぞ れの表 層 形 が得 られ る。

 以上 の よ うに、 隣接 す る母 音 がMとM以 外 の トー ンであ る と きの トー ンの 変 化 は、

Mト ー ンを 基底 で 未指定 に し、母 音 削除 の のち に余 剰規 則 で与 え る と いう仮 定 に よ

って、 残 る母 音 の トー ンがMト ー ンに な らな い こ とを うま く説 明 で き るので あ る。

 で は、 隣接 す る母音 がMト ー ンを含 ま ない場 合 は ど うで あ ろ うか。 次 にそ の トー

ンの変 化 と説 明 を 見 てみ よ う。

6) 分 節 素 の 層 と トー ン の 層 を 言 語 固 有 の 規 則 に よ らず に結 び 付 け る 原 理 。

この 対 応 規 約 は、 「 トー ン を トー ン が 付 与 さ れ る べ き分 節 素 に、s)左 か ら右 に、

b〕 一 対 一 に 、 付 与 せ よ。 」(Pulleyblank 1986;1Dと い う も の で あ る。 ま た 、 対

応 規 約 は 派 生 の い か な る 段 階 で も適 用 さ れ う る 。

6) 基 底 で 未 指 定 に し た 素 性Mを 付 与 す る 余 剰 規 則
。Fulleyblank(1986;106)に よ る

定 義 は 次 の 通 りで あ る 。

Default M-insertion: V→V

                i

M

一29一



2.2 H/Lト ー ン の 波 及(spread)

 2,皇 で は連続 す る母 音 の どち らか がMト ー ンで あ る例 をみ た。 そ れ では連 続 す る

母 音 にMト ー ンが含 まれて い ない場 合 は どうであ ろ うか。 この場 合、(51で 示 した よ

うに前 の母 音 がHト ー ン、 後 ろの母 音 がLト ー ンの組 み合 わせ しか な く、 そ の他 の

組 み合 わせ はな い く理 由は{5)の 説 明 で述 べ た とお り)。 も う一度 例 を見 て み よ う。

(91 H十L

a,皿i  鐡�

b. gb�   瀏a

C,  oni一   う  !pa

d.s�  ��

e,s�  �e

f,s�  �1�

> H

> 1馘�

> gb疊�

〉 �15p�

> s��

> s6dさ

> s�1�

「言 葉 を 」      〔2a〕

「い す を 持 ち 上 げ る 」 (ld〕

「警 官 」       {4c〕

「上 へ 」

「外 へ 」

「町 へ 」

 母 音 削除 の後 に残 る母音 の トー ンは必 ずHト ー ンにな る。 そ れ と同時 に名 詞 の う

しろの母 音 の トー ン にも変化 が 見 られる。 その 変化 を ま とめ る と次 の ように な る。

(10) s. H十LL>HL

b. H十LM>H!M(Downstepped MJ

c. H十LH>HLH(Risingtone)

〉印 の左側 は、動 詞 の母 音 の トー ン+名 詞 の母 音 の トー ン(例 はす べ て二音 節 の名

詞)、 右 側 は母音 削 除後 の二 つ の母音 の トー ンで ある。 三音 節 以 上の 名詞 の 場 合 で

も母音 削 除 の トー ンの変化 は前 の二音 節 にのみ見 られ るの で、(10)がH+Lの 場 合

の 可能 な変 化 のす べ てを示 して い る とい え る。

 (10)の ト ー ンの 変 化 を 見 る と、 前 の 母 音 に 結 び 付 い て い たHト ー ンが 必 ず 残 っ て

い る 。 こ れ は た とえ 前 の 母 音 が 削 除 さ れ た と して も、 そ れ に 結 び 付 い て い たHト ー

ン は 削 除 さ れ ず に 残 り、 別 の 母 音 に 結 び 付 け ら れ る と い う こ とで あ る 。 ま た 、(IOc)

に 見 ら れ る 語 末 の 上 昇 トー ン(Rising tone(LH))は 、 一 つ の 母 音 にLとHの 二 つ の

トー ン が 結 び 付 い て で き た 結 果 と考 え ら れ る。 こ の よ う に 観 察 さ れ る トー ン の 変 化

を 説 明 す る た め に、Pulleyblank(1986)は'H―spread'(H波 及)と'L-spread'(L波

及)の 二 つ の 規 則 を 提 案 して い る。

(11)Pulleyblank(1986;110-112);

a.H-spread V b.L-spread V

(職 及) /1  (磁 及) /'/

H L               L H

(11a)のH波 及 の規則 は、 母音 削 除後 に残 ったHト ー ンを隣 の母 音 に結 び付 け るた め

に、 また、{11b〕 のL波 及 の規 則 は語 末 の上 昇 トー ンを導 くため に必要 とな る。
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{9d-f)を 例 に、{11)のH/L波 及 の規則 を適 用 した母 音 削 除 の後 の トー ンの 派 生

を み て み よ う。

(t2)a.  si  oke  (9d)   b.  si  ode  (9e)

1>   口
H L       H L

c.  si  ilu  {9f)

Ui 基底赫
H LH

s oke

v
H L

s ode

H L

s ilu

ll
H LH

母音削除

s oke

v
H L

s ode

//
H L

s ilu

/羽
巨LH

H/L波 及(11)

母 音 削 除 の 後 にH/L波 及 の 規 則 が か か る と、 そ れ ぞ れ の 語 頭 の 母 音 がHLの 下 降 ト

ー ン(Falling tone)に な る 。 しか しそ れ ぞ れ の 語 頭 の トー ン は 下 降 トー ン で は な く

Hト ー ン な の で 、 さ ら にLト ー ン を 切 り離 す 規 則 が 必 要 に な る 。

(13)Pulleyblank(1986;113);Delinking V

(瑚 断) /等

H  L

こ の 規 則 は、 母 音 削 除 に よ っ て 語 頭 の 母 音 にHとLの 二 つ の トー ン が 結 び 付 い た 状

態 に な っ た と き に 後 ろ のLを 切 り離 す 規 則 で あ る 。 つ ま り こ の 規 則 に よ っ て そ れ ぞ

れ 語 頭 の トー ン をHに す る こ とが で き る 。(12}の 派 生 の 続 き を み て み よ う。

(14)a.  s   oke      b.  s   ode      c.  s   ilu

/V  /   //_/  瑚 断(13)
H L      H L       H LH

(14a)(14c)か ら は、 こ れ で 表 層 形 のs�閧ﾆs�1冾ｪ 得 ら れ る。(14b}で は 切 り離 さ

れ たLは う しろ の 母 音 に付 与 さ れ ず こ の ま まfl。ating toneと し て 残 るvl。 そ の の

η 切 り離 され たLト ー ンが対 応規 約 に よっ て後 ろの母 音 に付与 さ れて は な ら ない
。

後 ろの 母 音 の トー ンがLで は ないか らで あ る。Pulleyblank(19861は 切 り離 さ れ たL

が後 ろ の母音 に結 び付 け られ る こ とを 防 ぐため に、'Relinking conditi。 ガ とい う条

件 を提 案 して い る。 これは 規則 によっ て一度 切 り離 され た トー ンが 対 応規 約 に よっ

て再び 付 与 され る こ とはな い とい う もので あ る{p,115}。 しか し本稿 で は3.2で み る

よ うに、M付 与 が 適用 され る煩序 を変 え る こ とに よって この 条件 は不 要 と考 え る。
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ち 、M付 与 の 規 則 に よっ て う し ろ の 母 音 にMト ー ン が 付 与 さ れ る。

(15}((14b)の 続 き)   s ode

/1  鮒 与
HLM

s6dさ 表層形

 ど の 母 音 に も結 び 付 け ら れ ず に 残 っ たfloating Lの 影 響 で 、 後 ろ のMト ー ン が

音 声 的 に や や 低 いDownstepped Mに な る の で あ る8⊃ 。

 以上 の よう に、 隣 接 す る母 音 の トー ンがH+Lの 場 合、 母 音 削 除 に よる トー ンの

変 化 は、ill〕 のH/L波 及 の規 則 お よび(13)のLの 切断 の 規則 を導 入す る こ とに よ

っ て説 明 で きた。 しか し、Pulleyblankの たて たH/L波 及 の規 則 は別 の レベ ル の波

及規則 と重 なる もの で あ り、 そ の二 つ の規則 を同 一 レベ ルの もの と考 えれ ば、 母 音

削 除の トー ンの派 生 を導 く規 則 の順 序 につ い て考 え 直 さな けれ ばな らない。 そ こで

3章 で は、H/L波 及 の規則 を もう一度 見直 し母音 削 除 の トー ンの 変化 を 導 く規 則

の 順序 につ いて再 考 す る。

 ところ で その前 に、動 詞+名 詞連 続 にみ られ る母音 削 除で どち らの母 音 が 削 除 さ

れ るか とい う こ とにつ いて 少 し触 れ てお き たい。

2.3削 除 され る母 音 につ いて

 動詞+名 詞 の連 続 で母 音 削除 が起 こる とき、前 後 どち らの母音 が削 除 さ れ るか は

必 ず しも一 定 で は な い。Pulleyblank(1988b)は トー ンの観 点か ら削 除 さ れ る母音 は

常 に前 の母 音 で あ る とい う原則 を主張 して い る。 これ はMト ー ンを基 底で 未 指 定 に

す るこ とか ら生 じる帰 結 で もあ る。 例 えば次 の ような母 音 削 除の例 では、 後 ろの母

音 が 削除 され る と誤 った トー ンが派 生 され て しまう。

8)分 節 素 に 結 び 付 い て い な いL(floating L)が う しろ のMを 低 くす る こ と は よ く

知 られ た 事 実 で あ る。 例 え ば 修 飾 語"kan「 あ る ～ 」nのMが 低 い の は、 こ れ が"φkan

「一 つ の 」aの 母 音/0/を 削 除 した 形 で あ り、 残 っ たLが う しろ のMを 低 く す る の だ

と い わ れ て い る(Ward 1952;38)。 ま た 、 否 定 命 令 を 表 すm痰ｪ 動 詞 の 前 に く る と、

Hト ー ン の 動 詞 は 上 昇 トー ン(LH)に 、 Mト ー ンの 動 詞 はDownstepPed Mに な る。

例: a, w瘁u 来 る 」  M痍�,「 来 る な 。 」

    b, i4「 行 く 」   M� 1g,「 行 くな 。 」

こ れ もm痰ﾌ う し ろ にfl。ating Lが あ り、 そ れ が う しろ のMト ー ン を 低 く す る の

だ と考 え ら れ る。 (floating Lの 存 在 はHト ー ンの 動 詞 が 上 昇 トー ン(LH)に な る こ

と か ら明 ら か で あ る 。)
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(16)  f�  �o  >  f駢b

fg iwo

1
H L

「角が欲 しい。 」

   基底 表示

(Pulleyblank 1988b;122)

fe wo

1 母音削除

H L

fe wo

1/
H L

対応規約

fe wo

l//
H L

H波 及

#f駢� 表層形

後 ろの母 音、 つ ま り名 詞-1P/。 の語頭 の 母音/i/が 削 除 され る と、 切 り離 さ れたLは

対 応規 約 に よって 隣 の あい て いる母 音 に結 び付 け られて しま う。�。 の/o/は 表 層 で

Mト ー ンを もつ母 音 なの で この段 階 で は トー ンが指定 され てお らず 、 切 り離 され た

Lト ー ンが 対応 規 約 に よっ て付与 され得 るの で あ る。 そ の結 果、 (H波 及 を経 て)

f駢8と い う誤 った トー ンが派 生 され る。(16)の よう に未指 定 のMト ー ンを含 む母 音

削 除の例 で は、 隣 接 す る二 つ の母音 の うち後 ろの母音 が 削 除 され て は正 しい トー ン

の派 生 が導 けな い。 そ こで 後 ろの母 音 で は な く前 の母 音 が 削 除 され る と考 え ざ るを

得 な い。Pulleyblankは 母音 削 除で は必 ず 前 の母 音 が削 除 さ れる とい う原 則 を た て、

そ の ため に母 音削 除 の前 に母音 の 同化 が起 こ る ことを主張 す る。

 ヨル バ語 で は母 音 の 同化 は よ くお こる現 象 で あ り、 煩 行 同化、 逆 行 同化 と も見 ら

れ る。例 え ば、 修 飾 関係 にあ る二つ の名 詞 はそ の ま ま並 列 して お か れ るが、 そ の 二

つ の名詞 の間 で 同化 が見 られ る。

(17)a.  il� Ay�  >   il� Ay�

b. 烱� ej�  〉  烱� ej�

c. ow� gm4  >  owb gmq

d. 鐫� od�  〉  鐫� od�

e. 4m4 il2  >  Omo O1�

「ア ヨの家 」

「へび の 色 」

「子供 のお 金 」

「小川 のそ ば 」

「家 の子 供 」
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f,agbo il�> agbo。1�  「家 の 庭 」

g, ,eru igi > er�gi   「木 の 荷 」   (Pulleyblank 1988b;126)

並 列す る名詞 の 間 で は逆 行 同化 が起 こるが 、後 ろの母 音が/i/の 場合 だ け順 行 同化 が

起 こって い る。 そ こで 母音 削 除 が起 こる場 合 も、 すべ ての 場 合 に この よう な母 音 の

同化 が起 こ り、 そ のの ち に前 の 母音 が削 除 され る と考 え るの で あ る。 後 ろの 母 音 が

/1/以 外 の場 合 に逆 行 同化 が起 こ り、 後 ろの 母音 が/i/の 場 合 の み順 行 同化 が起 こる。

そ して その 同化 の後、 前 の母 音 が 削除 さ れ るの であ る(Pulleyblak 1988b;125-7)。

そ こで{16)の 例 で は、 隣 接 す る母音 間で順 行 同化 が起 こ り(f鯲WO>f髑穉)、 そ

れ か ら前 の 母音 が削 除 さ れ る。 そ うす る と(12b〕 と同 じ順 序 で正 しい トー ンの 派 生 を

導 く こ とが で きるの で あ る。

 この よう に、 未指定 のMを もつ トー ンの観 点 か らは、 削 除 さ れ る母 音 は 常 に前 の

母 音 で あ る こ とが原則 と な る。 そ の ため に母 音 の 同化 規則 が必 要 とな るの だが 、 実

際 は この 同化規 則 だけ で は説 明で き な い例 が数 多 くあ る。 つ ま り後 ろ の母音 が/i/以

外 で も削 除 され る例 が 多数 み られ るので あ る。Pulleyblankは そ れ らを逆 行 同化 で は

な く順 行 同化 す る例 外 と して い る。 しか しそ れ らを例外 とす る には そ の数 は 多 く、

動詞 と名詞 の 間 で起 こる母 音 削 除の 際、 どち らの母 音 が削 除 さ れ るか は多 分 に動 詞

の 語彙 的 条件 に左右 され る と言 わ ざ るを得 な い。例 え ば下 の例 の よ うに、 同 じ母 音

をもつ 動詞 で も動詞 に よっ て削 除 され る母 音 が前後 異 な る例 が あ る。 これは 削 除 さ

れ る母 音 を音 韻 規 則 に よっ て予測 す る こ とが で きな い こ とを示 して い る。

{18}a,f駮mi > f6mi 「水 が欲 しい 」

b―f駮Gnje > f�n蘰 「食 べ 物 が 欲 し い 」

C.f馥w侔� > f駢侔� 「山 羊 が 欲 しい 」

d,gb駮d� > gb馘� 「うす を彫 る 」

e.gb饌da > gbξdδ 「小 川 を 掘 る 」

f,gb鳧re> gbφ 婚 「像 を 彫 る 」

(19}a,ra epo > repo 「ヤ シ油 を 買 う 」

 b,ra?ran > reran 「肉 を 買 う 」

 c,ra。Gnjg > ro佖je 「食 べ 物 を 買 う 」

 d,la oj� > 1al面 「 目 を 開 け る 」

 e,1a qwb > law¢ 「手 を 開 け る 」

 f,la enu > lanu 「口 を 開 け る 」

(20)a,g瞬orin > gbbrin 「歌 を 聞 く 」

 b,gbb oh� > gbbh� 「声 を 聞 く 」

 C.gbb�1炸� > gb�1炸� 「説 明 を 聞 く 」

 d.h�ra > hyra 「体 を 掻 く 」

 e.hg李yh > hウ亘n 「背 申 を 掻 く 」
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ま た同 じ動詞 で も後 ろ に続 く名詞 に よって 削除 され る母音 が前 後 異 な る場合 も あ る。

121)s,fq瀾� > f瀾� 「袋 を 洗 う 」

b,fq ape > fape 「鍋 を洗 う 」

c,fg烱o > f�o 「皿 を 洗 う 」

d,fq aS9 > fgS9 「服 を 洗 う 」

e,f�d6> f4d� 「う す を 洗 う 」

f,f4 ey匤> fgyin 「歯 を 磨 く 」

{22)a.wq李 而 〉 瞭 湘 「ガ ウ ン を 着 る 」

  b,盟 薦Q > WQ脚 「服 を 着 る 」

{23)a.bu omi> bomi 「水 を少 し汲 む 」

  b,bu。6沁>bofije「 食 べ 物 を取 り分 け る 」

  c,bu gb� > bub� 「ス ー プ を 取 り分 け る 」

  d,6u瀘�1�>b��1� 「ア マ ラ を取 り分 け る 」

さ ら に 、 母 音 削 除 が 起 こ ら な い例 、 つ ま り どち ら の 母 音 に しろ 削 除 し た形 に は しな

い の が 普 通 だ と い う例 も あ る 。

〔24)a,s疇n� 〉 #s疣�/#s駭�  「マ ッ トを 干 す 」

b,s礪so> #s疽b/3s駸�  「果 物 を干 す 」

c,j畭asdl > #j疆�b/?jbd�b  「花 を 摘 む 」

d,j礪so > #j疽b/?j駸b  「果 物 を摘 む 」

e,WO ab� 〉 *w4b�/?wab�  「小 屋 に 入 る 」

f.fξbp� 〉 #f駱�/?f⑳ 巨  「棒 が 欲 しい 」

(24)の よ う な 例 は、 組 み 合 わ せ が'relatively infrequent'で あ る か ら削 除 し た 形 に

は しな い の だ と説 明 さ れ て い る(Stevisk 1963;127)。

 この よう に、 どち らの母 音 が 削除 され るか は あ る程度 の規 則 性9)は ある にせ よ、

語 彙 的 に決 定 されて い る と考 えざ るを得 な い。Pulleyblank(1988b)が 主張 す る よう

に、 トー ンの観 点か らは、 母 音 削除 の前 に母 音 の 同化 が起 こ り、 すべ て前 の 母 音 が

削 除 される と考 え る必要 が あ るが、 そ れで は どの ような条 件 で順 行、 逆 行の 違 いが

生 じるかにつ いて は結 局、 語 彙 的条 件 を考慮 せ ざ るを得 な いの であ る。

9) 名詞 の語 頭 の/i/が 削 除 さ れる ことや
、 頻度 の高 い動 詞 や名詞 形 成 に使 わ れ る接

頭 辞 な どは削 除 され易 い こ とが挙 げ られ る。 ま た、(24)の よ うな削 除 しな い形 が普

通 で あ る例 で も、前 の母 音 つ ま り動 詞 の母 音 を削 除 した形 の方 が比 較 的許容 さ れや

す い。 この よ うな点か らも 「原則 的 には前 の母 音 が 削除 さ れ る 」とい え るか も しれ

な い。Siertsema(1959)、 BamgboSe〔19661、Badejo(1986)参 照。
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3.派 生 規則 の順 序づ け

3.1 H/L波 及

 さて2,2で 、 隣接 す る母 音 の トー ンがH+Lで あ る場 合 の母 音 削 除 をみ た が、 そ

の トー ンの派 生 の ため に、H/Lト ー ンの波 及 規則 が導 入 され た。 こ こで は そ の波

及規 則 の 順序 につ いて再 考 す る。

 Pulleyblank{1986)が 〔11)のH/1、 波 及 の 規 則 を た て た の は、 次 の よ う な トー ン を

説 明 す る た め で あ っ た。 下 の 例 は そ れ ぞ れ[】 内 の よ う に 発 音 さ れ る 。

〔251s,  鑢b     [ 鑢� ]

b.  荢�    [ �� ]

c, �1�  [�1�)

(26)e.  p侊d    [ p侊� ]

  b.  mbt�   [ mbt� ]

  c.  w侔�    [ w侔� ]

「授 業 」

「本 」

「町 」

「非 常 に 」

「車 」

「金 」

そ れぞ れの語 尾 で、Hト ー ンを担 って い る母 音 は上 昇 トー ン に、 Lト ー ンを担 って

い る母 音 は下 降 トー ンに発音 され る。 ヨル バ語 で は基底 で 一つ の母 音 が 上昇/下 降

トー ン をもつ こ とはな く、 上 の例 にみ られ る語尾 の トー ンはH/Lが 連続 す る こ と

に よっ て 引 き起 こされ る トー ンの波 及の 結果 で あ る。つ ま り連続 す るH/Lト ー ン

の 間 で、 前 の トー ンが後 ろの トー ンに波 及 す るの で ある。 これ らの波 及 は次 の よ う

な規 則 の形 で表 す ことが で きる であ ろ う。

〔27)  a― H波 及'  V V     b, L波 及'  V V

[//       レ//
H L               L H

 さ らに、{27}の 規 則 は基 底 レベ ルの 表示 で は な く、Mト ー ンが 付与 さ れた あ との

表層 レベ ル の表 示 でか か る規則 だ と考 え られ る。 なぜ な らH/Lト ー ンが連 続 して

い れば、 語 中 だ けで な く語 の境界 を越 えて もH/Lト ー ンの 波 及 がみ られ るか らで

あ る。 次 の よ うな文 に お いて、 下線部 の母 音 の トー ンは[ ]内 の よ うな上 昇/下

降 トー ンで発音 さ れる。

`28〕a,  D濺a  ka   亟 …    1gb�   n矣,   [ Bb.e 】

       否定 上 げる 瓢箪 その  「ダダはその瓢箪 を持 ち上 げなか った。 」

b,BΦ 旦壁SI k駻�, 【s奪, k閨z

    そ して 小 さ い       「そ して ボ セ は 小 さ い 。 」

c.  W¢n s�  �  fi   �o hun  f�1�.   [ si � )

  彼 ら  A使 う 葉 編 む 帽 子  「そ して 彼 ら は ヤ シ の 葉 で 帽 子 を編 む 。 」
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d.  ﾀ1瀉�  w�    n�  or�  igi.

     い る P 上 木

[ b�  w�  n! 】

 「ア ラバ は 木 の 上 に い る 。 」

この よ うな波 及 は語 彙的 な レベ ル を超 え た表層 レベ ル での波 及 で あ り、M付 与 の あ

とに起 こる。仮 に この波 及 がM付 与 の前 に起 こる とす る と、(27)に 図 示 さ れて い る

よう に トー ンの層 にお いて 隣接 す るH/L間 で波 及 が起 こる こ とか ら、 下の 〔29b}に

示す よ うな誤 っ た波 及 を招 く ことに なる。

(29)a.  ﾀgbg�  wgn    l�     w�   in�   ih�  igi  k駝er�.

階 彼 ら で きる 入 る 中 穴 木 小 さ い

「彼 らの階 は小 さ な木 の穴 の 中 に入 る こ とが で き る。 」

b,  Agogo  wgn  le   wg   inu  iho  igi  kekere

レv//1.//"1/レ/'「
L H     L     H  L    H H

[瀏�b]    #[1鷯     #(匤褜 #[ih�   #[k鑢er饐

M付 与前

c.  Agogo  wgn  le   wg   inu  iho  igi  kekere

レV i v
L H  M  L  M MH ML M  HMH

[瀏�b]

M付 与後

(29s)の 基底 の トー ンは 〔29b}の 実 線 で表 され るが、 この段 階 で点 線 で示 され て い る

ような波 及 が起 こる と誤 っ た表層 形 に なっ て しま う。 〔29c}の よう に、 Mが 付 与 さ れ

た あ とで のみ、 隣 り合 うH/L間 で の波 及 が 可能 なので あ る。

 さ て 、{25)(26)の よ う な 波 及 の 例 を 説 明 す る た め にPulleybinakが た て た 波 及 の 規

則(11〕 を も う一 度 見 て み よ う 。

(11)a.H-spread V b.L-spread V

(厳 及) /1  (磁 及) /'/
H L               L H

これは 厳密 に見 れ ば(27)の 規 則 とは異 な る。L波 及 につ い て は、 母 音 削 除の 例 で も

(11b)の よ うな形 の規 則 は必 要 とな らな い。母 音 か ら切 り離 され たLが 隣 のHに 波 及

す る よ うな例 は な いか らで あ る。 つ ま り、Lト ー ンの波 及 を表 す規 則 は(27b)の 形 で

なけ れば な らな い。

 ここで考 えた いの はH波 及 の規則 で あ る。H波 及 には{26)の 例 を説 明す るた め の

規則(27a}と 、 母音 削 除 に よって切 り離 さ れたHを 隣 の母 音 に結 び付 け るた め の規 則
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(11a〕があ る とい え る。 Pulleyblankは この 二つ のH波 及の 規 則 を(lla)の 形 に ま とめ

た の だが、 この二 つ のH波 及 の規 則 を どの レベ ル に位 置づ けれ ば いい だ ろ うか 。結

論か ら言 う と、 波 及 す るHト ー ンが 母音 か ら切 り離 されて い るか い な いか とい う違

い は ある が、 この二 つ を同 じ レベ ル に位 置 づ け る こ とが可 能 で あ る。 そ れに は 以 下

の よ うな例 が根 拠 と して 考 え られ る。
'        .、

(30)a.

b.

C.

d.

e.

f

Sl

gbb

j�

Sl

m�

gb�

QJa

oh�

ok�

��

鏝ﾚ

�1�

〉

〉

>

〉

〉

〉

sbj�

gb��

j疚�

s��

皿駢�

gb�1�

[sbj秕

[gb�Qn]

[j疚Qn]

*【s�鷯

#(m駢Q]

*[gb610]

「市 場 へ 」

「声 を 聞 く 」

「紐 を 切 る 」

「上 へ 」

「シ ャ ツ を つ か む 」

「太 鼓 を 持 ち 上 げ る 」

上 の 〔a～c)の 例 は母 音削 除後 の語末 の 母音 が 下降 トー ンで発 音 され る が、 〔d～f〕の

例 にはそ の ような下 降 トー ンは見 られな い。 これ は母音 削 除前 の 名詞 の トー ンがM

Lで あ るかLLで あ るか に よる違 い であ る が、H波 及 の規 則 のか か り方か らそ の 違

い を説 明す る ことが で き、 そ れが 二 つのH波 及 を 同 じレベ ル で かか る規 則 と考 え る

根 拠 とな る。

 (a～c1の 例 で は切 り離 さ れたHト ー ンは 対応規 約 に よっ て 隣 の母音 に結び 付 け ら

れ、 そ の後H波 及 の規 則(27e)に よって 語末 の下 降 トー ンが得 られ る。 そ れ に対 して

{d～f)で は、 切 り離 され たHト ー ンは波 及規 則(lla)に よっ て隣 の母 音 に結 び 付 け ら

れ るが、 語 末 の トー ンが 下 降 トー ンで ない ので、 そ れ以上 のH波 及 が み られ な い こ

とを示 して い る。 つ ま りす で にH波 及の 規 則 が適用 され たの で そ れ以 上の波 及 が不

可能 だ と考 え られ る。 この ことか ら二つ のH波 及 の規則 を同 じレベ ル でか か る も の

と考 え るこ とが で きるの で あ る。H波 及 を一つ の規 則 と して 同 じ レベ ル にお い た派

生 を{30a〕 〔30d)を 例 に見 て み よ う。

(31)  a,  si  qja   (30a)      b.  si  oke    (30b)

―1   lV   基底表示
H  L         H L

S  QJa

1
H  L

s oke

v
H L

母音削除

s  gJa

/[
x  L

n/a 対応規約
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S  gJa

レ1
HL

s oke

v
H L

H波 及

n/8

s oke

 H L

L切 断

sbj� s�� 表層形

〔31a}の 派 生 に か か るH波 及 は 〔27a)のH波 及 で あ り、 〔31b}で のH波 及 は(11a〕 の そ

れ で あ る 。 こ の よ う に 、 隣 接 す るHL間 で の 波 及(27a)と 切 り離 さ れ たHト ー ン の 波

及(lla)の 二 つ のH波 及 を 同 じ レベ ル に お く こ と に よ っ て 、 語 尾 の トー ン の 違 い が 説

明 さ れ る の で あ る 。

3.2 波 及規 則 の順序

 さて、 以上 の よう にH波 及 の規 則 〔11a)と(2Ta〕 を 同 じ レベ ル にお くと仮定 す る と

母音 削 除 の トー ンの派生 に おい てH波 及 の規則 の 順序 が変 わ る こ とに な る。(27a)の

規則 が そ うで あ る ように、 母 音削 除 の派生 にお いて もH波 及 はM付 与 の 後 に こ な け

れば な らな くな る。 そ うす る と(9e)の ような例 にお いて、 その 派 生規 則 の かか る順

序 が変 わっ て く る。 まずPulleyblankの 示 した派生 を も う一度 み てみ よ う。(派 生 は

{12b)以 下 を ま とめ た もの)

〔32)  si ade > s6曲   「外へ 」  (9e)

si ode

基底表示

H L

s ode

母音削除

H L

s ode

/1
H L

H波 及
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s ode

H L

L切 断

s ode

/1
HbM

M付 与

s6dさ 表層形

(lla)と{27a)のH波 及 を 同 じレベ ルに お く こ とに よって、 上 の 〔32}の順 序 はM付 与

の 位置 が 変 わ る。H/L波 及 はMが 付 与 され た後 に起 こるか らで あ る。 そ の よ うに

順 序 を変 え る と以 下の よ うな派 生 にな る。

(331        si  ode

目   基底表示
H L

s ode

母音削除

H L

s ode

ll
H LM

M付 与

s ode

//l
H LM

H波 及

s ode

.用
H LM

L切 断

s6dさ 表層形
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{33}で はH波 及 の 前 にM付 与 が く る10)。 こ の 順 序 が 〔32〕よ り妥 当 で あ る 点 は 、 切 り

離 さ れ たLが 対 応 規 約 に よ っ て 再 付 与 さ れ る こ と を 禁 じ る'Relinking conditi。n'

(Pullyeblank 1986;115)が 不 要 に な る こ とで あ る(注7参 照)。 〔32)と(33}の 派 生

は ど ち ら も 同 じ表 層 形 を 導 く よ う に 見 え る が 、(32)の 派 生 に はLが 切 断 さ れ た 後 に

そ のLの 再 付 与 を 禁 じる'Relinking COIIdlt1011'が 必 要 で あ る。 この 条 件 が な け れ ば、

切 り離 さ れ たLが 隣 の母 音 に 対 応 規 約 に よっ て 結 び 付 け られ て し ま い 、 正 しい 表 層

形 が 導 け な い 。(33)の 派 生 で は この 条 件 が 不 要 に な る の で あ る。

 Pulleyblank(1986)はL切 断 の前 にM付 与 をも って くるll頃序 を却 下 してい る。 その

ため に上述 の 条件 が 必要 とな ったの だが、Default ruleで あ るM付 与 が 言語 固 有 の

音韻 規 則 で あ る1.切 断 の前 に くるこ とは好 ま しくない、 つ ま りDefault ruleは あ ら

ゆ る音韻 規則 が適 用 され た最後 にこな ければな らな い とい う理 由か らで ある{p,115)。

しか しH波 及 とL切 断 の規 則 をM付 与 の後 の表層 の レベ ル に位 置 づ け る こと に よっ

て、 母 音 削除 とそ の他 の場 合 にみ られる 「H波 及 十L切 断 」の 例 も統 一 的 に捉 え る

こ とが 可 能 で あ り、M付 与 を その前 の位 置 に もっ て くる こ とが 妥 当 だ と考 え ら れ る。

 母 音 削 除 以外 で 「H波 及+L切 断 」が み られ る例 には次 の よ うな も のが あ る。 語

中、 あ るい は語 の境 界 を越 え てHLLの 連続 が み られ る ときそ の連 続 がHHLと 発

音 され るの であ る。

(341a.

  b.

C.

d.

e.

f.

B.

$baba [Sbbb�z  「店 」

翫6n緯Wδ [炙佖y駢�z  「再 検 査 」

il驤�1w�疝l [il驕]哿�瀟 1  「病 院 」

家 病 気

�瘉�gb� 【1y瘉�gb�1  「お ば あ さ ん 」

母 年 上 の

6d翁bウ16d垂bΦ 】  「さ よ う な ら 」

1�炅k� [1�炫k�1  「丘 の 上 に 」

上 に 丘

6 p粐r� a$4r�, 【6p傘 ⑩1  「彼 は服 を 着 替 え た 。 」

彼 替 え る 服 彼 の

ユ。) M付 与 の順序 は これ 以上 前 に、 例 え ば母 音 削 除の前 に、 もっ て く る こ とはで き

な い。 母音 削 除 に よっ て切 り離 されたHを あい て い る母音 に結 び付 け る派 生過 程

(対 応 規約 に よるHの 付 与)が 、 このM付 与 の前 に こなけ れば な らな いか らで あ る

((8)の 派 生例 参 照)。 逆 に言 え ば、 対 応規約 に よってHを 隣の 母音 に付与 す る ため

にMを 未指 定 に してあ るの で、 対応規 約 の前 に(こ こではそ の 前の 段 階の 母音 削 除

の前 に)M付 与 を もっ て く るこ とはで きな いの で ある。
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h,  Mo  f�    s���,

  私 欲 しい ズ ボ ン

[ f�  s��� ] 「私 は ズ ボ ン が 欲 し い。 」

これ らの例 は語 の境 界 や 意味 に関係 な く トー ンがHLLと 連 続 す る場 合 にお こ る。

この トー ンの 変化 はHの う しろのLがHに 取 って代 わるの で は な く、 前 のHが う し

ろのLに 波 及 しさ らにそ のLが 切 り離 され る結 果 だ と考 え られ る。 図示 す る と以 下

の よ うに な る。

(35)   (34a)

S99bu             膕gbu                      亀IQgbu

IV→ />職 及 → 囲 瑚 断
HL       HL             HL

(34h)

fe  Sokoto          fe  Sokoto             fe  Sokoto

}▽ → レノ▽H波 及 → レへ/瑚 断
H  L       H  L         H  L

〔35〕の 「H波 及+L切 断 」 とい う派 生 過程 は(33}の 派 生 と統 一 的 に扱 うこ とが で き

る。 つ ま り どち らの例 もMが 付 与 された後 の表層 の レベ ル にH波 及 とL切 断 を位 置

づ け る こ とに よって そ の派 生 を 同 じ ように導 く ことがで き るの で あ る。 た だ し、 母

音 削 除 の派 生 で は語 頭 の母 音 でL切 断 が起 こるの に対 して、(35)の 例 で はHが 波 及

す る母 音 の さ ら に後 ろの母 音 がLで あ る場 合 に起 こる とい う違 いが あ るil)。

 以上 を ま とめ る と、 母 音 削 除 の トー ンの 変化 を導 く規則 は以 下 の よ うに順 序 づ け

られ る。

(36) 母音削除

対応規約

M付 与

H/1、 波及

L切 断

m Schuh(1978)で は、 ア フ リカ の他 の諸 言語 に見 られ る(34〕 の よ うな 「HLL→

HHL」 の例 が 挙 げ られ て い る。 ア フ リカの 言語 で は 「LHH→LLH」 の変 化 の

方が もっ と広 汎 にみ られ る そ うだが、 ヨ ルバ語 で は この変化 は見 られ ない。 ヨル バ

語 で は 曲線 トー ン兤ontour t。ne}の 肌 は切 り離 され る傾 向 に あ って も、 LHは 切 り離

さ れな い特 徴 が あ る とい え る。母 音 削 除の 際 のL切 断 や(34}に み られ るL切 断 は ヨ

ル バ語 の この 特 徴 を規 則化 した もので あ る。
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また この派生 にお け るH/L波 及 の規 則 は、切 り離 さ れ た トー ンの波 及 はHに の み

み られ る こ とか ら、(111と(27)の 規則 を 以下 の よう に ま とめ る こ とが で き るだ ろ う。

(371  a, H波 及   (V)V

1-一一一/

H L

b, L波 及   V V
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4.ま と め

 ヨル バ語 の母 音 削 除の 際 に見 られ る トー ンの 変化 につ いて、Pulleyblank〔1986}

で示 さ れて い る規 則 とそ の順 序 を再 検討 した。 彼 の議 論 の中心 で あっ た不 完 全指 定

理 論 に基づ く 「未 指定 のMト ー ン」 とい う仮 定 は、 ヨル バ語 の母 音 削 除 の際 の トー

ンの顕 著 な変化 を捉 え るた め に有 効 で あ る。 す なわ ちMト ー ン と他 の トー ンが 隣接

す る と き母 音 削 除で 残 る トー ンは必 ずM以 外 の トー ン にな る とい う変 化 で あ る。 ま

た、Mト ー ンを 未指 定 にす る とい う仮定 か らは削 除 さ れ る母 音 は 必ず 前 の母 音 で な

けれ ば な らない とい う原 則 が生 じる。 しか し2.3で み た よ う に、 どち らの母 音 が削 除

され る か につ いて は動詞 の 語 彙的 条件 が 占め る割 合 が大 き く、 音 韻規 則 だ けで 捉 え

切 れ な い こ とが 分 か る。

 本稿 の議論 の 中心 は、Pulleyblankが 示 した規 則 の うちH/L波 及 の規 則 につ いて

で ある。 隣接 す る母 音 の トー ンがHとLで あ る場 合、 母 音 削 除の トー ン変化 を派 生

させ る ため にH/L波 及 の規 則 が必 要で あ る。彼 が示 したH/L波 及 の規則 は{ti)

の よ うに図 示 され るが、 そ れ は(25〕{26}の よ うな例 にみ られ る隣 接 す るH/Lト ー

ンの 間 に み られ る波 及 も表 す もので あ る(厳 密 には(27)の よ うに表 され るべ き規 則

で あ る)。 母音 削 除 の際 のH/L波 及 と隣接 す るH/L間 で の波 及 が 同 じ派 生 レベ

ル に く る ことか ら、 母音 削 除の トー ンの派生 を導 く規 則 の順序 が変 わ るこ とに な る。

{36〕に示 した順序 が そ れで あ る。(36)に あげ た規 則 をす べて 必要 とす る母 音 削 除の

例 は ない が、 そ れぞ れ の規 則 の相対 的 な順序 に よ り一 つ に ま とめ た もの で ある。 こ

の 順序 で あ れば、Pulleyblankが 挙 げ た'Relinking c。ndition'(切 り離 さ れたLト

ー ンの 再付 与 を 禁 じる条件)が 不要 とな る。 また、 この 順序 はMが 付 与 され た後 に

トー ンの 波及 が くる こ とを表 して い るが、 ヨル バ語 に おい て トー ンの波 及 は表 層 的

な現象 で あ り、母 音 削 除 の場合 で もその トー ンの波 及規 則 は表 層 の レベ ル に位 置 づ

け る こ とが で きる の では な いか とい う こ とを示 してい る。
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On the Tonal Derivation under Vowel Deletion in Yoruba

Junko KOMORI

    Verbs in Yoruba, or other elements such as prepositions, conjunctions or 

prefixes, have a CV endings, while nouns usually have the structure VCV. So 

when a noun follows a verb or the other element, there will occur a sequence 

of vowels. Especially in a ordinal conversation, it is common that one of the 

vowels in such a sequence is deleted. (It is obligatory in affixation.) Although 

it is not simple to tell which vowel in such a sequence will be deleted, the tonal 

configuration that results after the vowel deletion is quite predictable.

    In Pulleyblank(1986), he proposes some rules which derive the tonal results 

of the vowel deletion from the underlying tonal pattern. His main suggestion is 

that M tone is underlyingly unspecified, that means surface  M-toned vowels are 

toneless at the underlying representaion and receive their tone by a default 

rule. This analysis, based on the Underspecification Theory, accounts 

completely for the behaviour of M tone under vowel deletion when one of the 

abutting vowels is M-toned. But when it comes to a case where those abutting 

vowels are H-toned and L-toned, his explanation for the tonal derivation is not 

satisfactory.

    In this paper, I reconsider 'H/L-spread' rules presented by 

Pulleyblank(1986:110-112) and show a new order of rules for the tonal derivation 

under vowel deletion. 'H/L-spread' is a rule to derive a falling/rising tone. 

'H-spread' is also applied to link a H tone , which is set afloat after vowel 

deletion, to a L-toned vowel. Since these spreading rules are applied at the 

surface level, they should be ordered after assigning of M tones. This is what 

I demonstrate by giving evidence, and I also show a merit of the new order 

of the rules.

—45—


